
2021 年度 保育所サポートデスク オンラインセミナー -第 2 回-

千葉敦志

事例報告から今後の園運営を考える 
~「選ばれる園」から「地域に必要不可欠と思われる園」へ~



千葉敦志の使用上の注意

　　千葉敦志の使用上の注意　　　
製品の特徴
喋ることが好き。特に他の人が知らないような情報を仕入れると黙っていられなくな
りますので、情報の与えすぎにはご注意下さい。

ひねくれている性格のためか少数派であることに誇りを持っています。適当に煽てる
と結構いろんな局面で役に立つ筈です。

相手を恐れず意見を言うため、議論の時には注意が必要です。

状況によっては誤作動を起こす場合にはがあります。その場合は使用を速やかに停止
し、再起動を試みて下さい。

体質によっては、本製品の使用によってまれに、動悸や発汗などのアレルギー症状を起
こす場合があります。その場合は使用を即座に中止し、産業医に相談して下さい。



1月5日の東奥日報の一面記事から

本県法人　相次ぎ進出

福祉事業　首都圏に活路

人口減　生き残り策

「経験積みＵターン」



頭の準備体操

平成２年に生まれた子どもの数は

令和２年に生まれた子どもの数は８４万人でした。

令和３年に生まれる子どもの数は７７万４千人の予測。

６６,０００人の減少

全国の幼児施設数は３万７千カ所



青森県つがる市の子供の数
１８９→２００→１７９→２０２→１８６→２００→１８３→１４０→１４３→１３９
保育園の数は１３→１５→１７



障害児保育・・・そもそもの問題

障害児の受け入れは保育事業所、学校の腹一つ！
２年前、複数県の指導監査課が障害児の受け入れはなるべく断る方が良
いと指導していたことが明らかに！！
中途障害発症時の対応は？

断るためには、スキルの蓄積の拒否をした方が得策と考える園が多い！
人的配置の自由度など
人件費の圧縮

障害者・児に関する人権の侵害の可能性
SDGsなどとの兼ね合いで今までの判断は違法化される？



出生者数の激減！

令和２年に生まれた子供の数（出生数）は８４万８３２人と過去最少

新型コロナウイルス禍の影響が限定的だったが、コロナ禍に伴う経済的な不安や受診控えなどで出
産を遅らせた影響は、３年に本格化する可能性が高い。

自治体が受理した２年の妊娠届は過去最少の８７万２２２７件。２年後半から３年にかけての出生
数に反映されるため、３年の出生数が７０万人台になることが濃厚となっている。

「結婚の数が減り、晩産化も進むというトレンドは続いている。出生数が趨勢（すうせい）的に落
ちてきている中で、新型コロナ禍が減少を加速させている」と分析。

令和３年の出生数を７７万４０００人と試算

国立社会保障・人口問題研究所の平成２９年推計によると、出生数が８０万人を割るのは令和１２
年と予想している。３年に８０万人を割れば、少子化が約１０年前倒しで進んでいることになる。



今から６年後を考えてみよう
１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目
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公益事業として
公益法人はその設置の理念に基づいて様々な事業を担う法人です。私が
在籍していた法人では保護者さんを支援する事がお子さんの福祉の向上
を支えるという考えで、これまでも保育所を維持してきました。引き続
きこれからも地域の人々を支えていくために保育所などの事業を大切に
維持していくことを願い事業の多層化に着手しました。

2013年に閉所した公立保育所跡地を使った病後児保育事業を受託し、
さらに保育支援センターを独自に設置し同年夏より学童一時預かりを
自主事業で実施。

2015年には訪問看護ステーションを併設して、身体に障害を持つお子さ
んや難病の患者さん、終末医療などを支えることを志し、地域の方々、
周辺の保育所や幼稚園、学校などと協力し合いながら、より良いつが
る市を形作っていくことを目指しました。



日本版ネウボラの活動概要

A保育所

認定こども園

B保育所

C保育所
保護者A

A小学校中学校

• ファシリテーターとして日本版ネウボラを設置し、各施設をソー
シャルワークのゲートキーパーとするべくＯＪＴを行う。

保護者B日本版
ネウボラ



当時の事業計画の概要

2012年度
2013年度当初より事業を発足させることを目標とし、支援員となる人材の確保を目指す。
用地・施設を確保する。（各園に対する守秘義務の関係から保育所内設置は避けたい。）

2013年度～
当初の事業費は保育所からの400万円と市民間保育所連合会会員園の研修による講師謝礼などか
ら充てる。
専門性は、保育に限定し、療育機関と保育所の仲立ちとしての機能を充実させる。
支援員の専門性の向上と技術確保を継続的に行う。

2014年度～
市民保連を中心に保育の底上げを支援し、 市のみならず、広域圏内の保育所支援も可能な限り
行う事によって、経営を安定させる。
保護者支援を原則無料として行う。
保護者の必要に応じて保育園や保健師などとのカンファレンスをサポートする。
保育所の保育機能の拡充を継続的に支援する。

余剰人員の配置

市から廃止した保育所の土地建物の無償貸与を受けた

病後児保育を実施。支援事業は現在６施設、一小学校が利用

自主事業として小学生一時預かり事業も併設



当時の事業計画の概要

2015年度

保育所の保育所型認定こども園への移行（４月）
訪問看護ステーションの設置（４月）

例）障害児の導尿支援の実施・一型糖尿病の注射の実施など児童医療支援を展開

2016年度

保育所等訪問支援事業の設置申請着手（９月～）
地域版子ども子育て支援計画に則り「利用者相談支援センター」の設置を目指す
小規模保育事業所の設置を目指す

2017年度～

周辺過疎地域への訪問看護サテライトを設置
2018年に予定される市の子ども子育て支援センターの民間委託を受託準備
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医療的ケア児支援法



これからの事業形態

社会福祉法人は様々
な事業の引き受け法
人としてこれからに
じの樹グループを形
成し、相互に連携
し、地域の福祉・厚
生に役立ちたいと
願っています。 公益法人
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保育支援センターにじの樹の紹介
何をするところ？

保育の支援全般

病後児保育

保育支援

障害児支援

保護者支援

小学生一時預かり

その他

更に訪問看護センターにじの樹を併設！！



保育所等訪問支援事業

相談支援専門員が書いた支援計画書を現場に落とし込むた
めに設立された事業

本人の障害特性などを現場に出向いてスキル譲渡や直接
支援などによって下支えする



放課後等児童デイサービス

学童などで預かり困難とされる障害児等を預かり支援する



利用者・保護者支援

どの施設でも積極的に展開を望まれる事業



まずは相談しましょう！！

どこに？？？

市役所

児童相談所

児童相談支援センター

教育委員会

支援事業所

などなど



障害児・医療的ケア児の支援

一斉なし、縦割り保育の実践

スタッフ、利用児の負担を軽減する

個別の保育計画の作成

記録簿の抜本的な見直し

保護者・利用者支援技術の確立

他事業との連携関係の構築



保育カンファレンスのイメージ
障害、難病や虐待等の疑い

•保護者からの相談や職員の気付き
•児相や他施設など外部からの情報提供

コーディネーター

児童相談所

訪問支援
発達支援事業
訪問看護

病院

相談支援事業所

保
護
者

対象児 行
政

施設



まずはコーディネーターの育成を！

コーディネーターが求められること

現在、これからの趨勢に常に触れておくこと

児童発達支援管理責任者はこれからの展開には、必要とさ
れる最低限の資格職

資格職養成講座をキャリアパスとして導入することは大切



落語を聴きながら。。。

古くて新しい「発達障害」
落語の主人公は「発達障害」と位置づけられる人が多く登場し
ますが、そんな彼らの良いところを職場の親方、大家、ご近所
さんなどが理解し、支えていく世界がそこには広がっています。
要は、私たちが落語の世界に飛び込んで、みんなで楽しく、明
るく生きていく世界を作ることが大切だと思いますし、それが
地域を育てるということにつながると思います。
私たち支援者は、そんなみなさんを支援する存在です。お気軽
にご相談ください。



お疲れ様でした。 
ご静聴ありがとうございました。


